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教材 楽しさ 難しさ 
教材 5：相手のリズムや歩幅を感じて共に合わ
せられるように動く 
3.3  2.7  
教材 6：接している体の一部から互いのリズム
を感じて，互いにとっていいリズムで動く 
3.3  2.8  
教材 7：物を介して相手の動きを感じ，互いが
スムーズに動き続けられるように動く 
3.6  3.5  
教材 8：相手と接して相手の動きを感じながら














令和元年 10月 28日から 12月 5日の期間
で,調査対象者は,茨城県 R 市の公立中学校














































に学習成果をあげることができたと言える．       
表 3 授業評価 
質問 1回目 4回目 6回目 
1.楽しかった 2.53 2.43 2.70 
2.恥ずかしがらずに取り組めた 2.43 2.60 2.67 
3.積極的に意見を出せた 2.43 2.57 2.60 
4.友達の意見を取り入れられた 2.80 2.63 2.80 
5.動きやイメージを見つけられ
た 
2.63 2.63 2.73 
6.人に伝わる表現ができた 2.33 2.47 2.63 
7.イメージを伝えられることが
分かった 
2.70 2.60 2.70 
8.表現の良し悪しが分かった 2.57 2.63 2.67 
9.皆で作品を創れた 2.43 2.53 2.73 
10.個性を生かそうとした 2.47 2.50 2.70 




時間 1 2 3 4 5 6
目標
冬の映像や写真
をみて，自分の
表したいイメー
ジを捉え，その
イメージを即興
的に表現した
り，変化のある
ひとまとまりの
表現にしたりし
て踊ろう．
ペーパーワー
クを使って動
きに変化をつ
けて即興的に
表現したり，
変化のあるひ
とまとまりの
表現にしたり
して踊ろう．
体の一部を
使って音を出
したり動きで
音を即興的に
表現したり，
変化のあるひ
とまとまりの
表現にしたり
して踊ろう．
冬のテーマのダン
スを発表・鑑賞し
よう．四季から自
由にテーマを選ん
で創作しよう．
四季のダンスの
発表し，他のグ
ループの作品と
のつなぎ方を工
夫して四季の変
化を表現しよう
四季の変化を表現
するクラス作品の
発表会をしよう．
導入
(1)アイスブレイ
クの教材
(5)オノマトペ
ダンスの教材
冬のテーマのダン
スを発表・鑑賞
（兄弟グループ）
四季のダンスの
発表
5時間目で撮った
1本通しの映像視聴
(2)冬のイメージ
映像の教材
兄弟グループの冬
の作品を評価
各グループの作
品評価 リハーサル
(3)ポーズで「は
じめ－なか－お
わり」の教材
自分たちで四季の
テーマを決めて作
品を創る
他のグループの
作品とのつなぎ
方を工夫して四
季の変化を表現
四季のクラス
作品発表会
スクリーンにて
作品視聴
クラス作品評価
まとめ
単元前半 単元後半
展開
授業のまとめ・挨拶
(4)ペーパー
ワークの教材 (6)体の一部を
使って，リズ
ムや音を表現
する教材
タブレットで撮影
し自分たちの作品
を鑑賞
全体で作品を
1本通し，タブ
レットで撮影
挨拶・本時の学習の流れの確認
作品創り
タブレット撮影し，自分たちの作品を鑑賞
4 
ンスの教材は,少なからず作品創りに影響
を与えたと言えるが，その効果は十分とは
言えず,教材を導入した2回目及び3回目の
授業だけでなく，その後も作品を創る時や
作品の練習をしている時に紙を持ったり，
音の表現を入れるよう促すなど，より多く
の時間を割いて学習指導する必要があると
言える． 
3)グループワークシートの評価 
1時間目に使用した,ワークシート 1に書
き出されたイメージの言葉の種類を集計し
平均値を算出した結果，平均値は 10.1(最小
6,最大 18)であった．このことから，映像視
聴の後のブレインストーミングによって各
グループで多様なイメージを捉えることが
できていたと言える． 
ペーパーワークを行った 2 回目の授業の
ワークシート 2には，紙の使い方,動かし方
についての記述がほとんど書かれておらず,
ペーパーワークの教材を用いて表現された
動きは「はじめ－なか－おわりの変化のあ
るひとまとまりの動き」で作品を創ること
に活かされなかったと考えられる． 
体の一部を使って音を出すオノマトペダ
ンスの教材を行なった 3 回目の授業のワー
クシート 3 では,半数以上のグループが,体
の一部を使って音を出したり動きで音やリ
ズムを表現する記述をしていたことから,
オノマトペダンスの教材で学んだ表現は
「はじめ-なか-おわりの変化のあるひとま
とまりの動き」で作品を創ることにある程
度生かされたと言える． 
【結論】 
本研究で,イメージを捉える,イメージを
即興的に表現する,表したいイメージを「は
じめ-なか-おわり」の構成で表現するダンス
作品を創る,作品を観る,といった一連の学
習がつながる授業づくりを目指して,教材
を考案し単元計画を立てた.いずれの教材
も学習者に肯定的に受け止められ,イメー
ジを即興的に表現する教材によって,即興
的に創造的な動きを引き出すことはできた
が,ダンス作品を創作する活動やダンス作
品のパフォーマンスに及ぼした影響はわず
かであった.ダンス単元の最初から「はじめ
-なか-おわりの変化のあるひとまとまりの
動き」として作品を創ることを繰り返し学
習したことは,ダンス作品を創作する活動
やダンス作品のパフォーマンスに反映され
有効であった.また,最初から「はじめ‐なか
‐おわりの変化のあるひとまとまりの動
き」として作品を創ることを繰り返す単元
前半の基礎基本の学習によって,単元後半
には生徒は自主的にダンスを創作すること
ができるようになった．本研究では,一般的
な創作ダンスの単元との比較を行っていな
いため,効果や課題の有意性は実証できな
いが,「はじめ-なか-おわりの変化のあるひ
とまとまりの動き」として作品を創ること
を繰り返す単元前半の基礎基本の学習と単
元後半の生徒の自主的な学習活動で単元を
構成することは変更せず,本研究で用いた
教材の改善や教材の活用の仕方を改善する
こと,あるいは新たな教材について検討す
る必要があると考える． 
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